


































































































































































































91

UEYAMA HOSPITAL  2016

検出菌別時系列統計
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4.1.3　薬事委員会
◆　活動内容

　医薬品が適正かつ安全に使用される事を目的に本委員会は設置されています。

委員会では、以下のことを審議および決定します。

　①医薬品の採用、不採用に関する事項

　②院内での医薬品の使用に関する事項

　③院内における医薬品の在庫管理に関する事項

　④厚生労働省からの医薬品副作用情報に関する事項

◆　概要

委員長　　山中吉隆病院長

委　員　　常勤医師・事務部長 1 名・看護部長 1 名・医事課長 2 名

　　　　　薬剤科薬事委員 1 名

開催日　　原則第 4 月曜日　16：10 ～

◆　開催日

　2/22　3/28　4/25　5/23　6/27　7/25　8/22　9/26　10/24　11/28　12/26

◆　実績

　採用医薬品数（院外限定⇔共通等、採用形態変更は含まない）

　　　　　　　　院外限定　51 品目　　共通　27 品目

　採用中止医薬品数　　　　 8 品目

　後発医薬品への変更　　　 2 品目
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4.1.4　褥瘡予防対策委員会
◆　委員会概要

　形成外科大江医師を委員長に看護師・管理栄養士・検査技師・リハビリ（PT）・放射線技師の 10

名で構成、毎月第 2 金曜日 15 時より定例の委員会開催し、病棟別に褥瘡患者の月例報告を行い、チー

ムで検討し褥瘡予防・対策を行う。

◆　平成28年度　重点取り組み

　◎「毎月、新規褥瘡発生ゼロの病棟があるよう努力する」を目標にあげ、褥瘡発生患者を把握し

　　早期発見・早期治癒に繋ぐ

　◎褥瘡に関する知識を高め、委員会活動を活発にする

◆　研修内容

　院内研修：　8 月　　褥瘡学会参加

　　　　　　　9 月　　「スキントラブルについて」スリーエムジャパン株式会社

◆　委員会活動内容

○毎月第 2 金曜日 15 時より定例委員会開催

○月例報告で患者情報をチームで検討し、対策・予防に努める

○褥瘡マニュアルの追加・見直しを行う

○委員会での勉強会を行う

○毎週水曜日 10 時より大江医師を中心に褥瘡委員会チームで褥瘡回診に参加し、情報を共有

　する

○褥瘡状態を写真撮影し、褥瘡の評価を行う

○ DESIGN-R テンプレート内容見直し、修正

（評価）

　褥瘡新規発生ゼロの病棟を前年度より引き続き目指し、毎月 1 ～ 3 病棟ずつ新規発生のない状態

があり、目標達成に向かって活動できていると思われます。ただ、持ち込み褥瘡の患者さんが増加

しているため、悪化を予防する取り組みも今後必要と考えます。

　また、以前の褥瘡月例報告書では、DESIGN-R で評価をしているにも関わらず、軽快しているの

か悪化しているのかがわかりにくい状況でしたが、前年度報告書の一部を改訂することにより、軽

快しているのか悪化しているのか検討しやすくなったというメリットが生まれました。
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4.1.5　教育委員会
◆　上山病院教育理念

　　　病院の理念に基づき安全で質の高い医療サービスを提供できる病職員を目指す。

◆　目的

　個々の職員が組織の目標をふまえ、各個人の能力やライフサイクルに応じて組織の支援を受

けながら、職員の能力向上に主体的に取り組む。

◆　構成メンバー

　　　委員長杉本先生を中心に医局・看護部・医療技術部・事務部の 10 名

◆　活動内容

　１．毎月 1 回定例会議を実施

　２．各委員会からの勉強会及び先生方から年 2 ～ 3 回の勉強会を計画

　３．勉強会の案内及びアンケートの集計及び分析

重点的に行った内容

　１．職員の出席率が少ない為の方策

　　　Comedix（グループウェア）上で出欠の掲示及び各部署に配布し出欠の確認をする。

　２．教育委員会主催の勉強会は、すべて DVD 化しているので、欠席者は後日 DVD で勉強する

　　　ことが出来ます。

◆　活動内容

　

実施月 研　修　名 講　師 主　催 参加数
2 月 25 日 2015 年当院の感染症動向 北田副院長 感染予防委員会 93 人

３ 月 17 日

各委員会業績発表会
　医薬品安全小委員会報告
　医療機器小委員会報告
　転倒転落防止委員会報告

古田科長
石本副主任
小山技師長

安全管理委員会 83 人

４ 月 26 日
医療安全活動
～実際のヒヤリハット
を中心に～

戸田博史氏（エーザイ㈱） 安全管理委員会 112 人

5 月 19 日 骨折の治療について 柿花医師 教育委員会 110 人

6 月 23 日 睡眠薬 佐々木裕子氏（エーザイ㈱）教育委員会 85 人

9 月 8 日 スキントラブルについて 川端大悟氏
（スリーエムジャパン㈱） 褥瘡予防委員会 109 人

9 月 15 日 全職員で取り込む感染対策 大石勉氏
（関西医大附属病院） 感染予防委員会 112 人

10 月 25 日 医療機器のインシデント・
アクシデント

荻田清氏
（日本光電工業㈱） 安全管理委員会会 102 人

11 月 24 日 救急認定看護師 中川副主任 教育委員会 82 人

12 月 15 日 熊本震災ボランティアに
看護師として参加して 栗原師長 教育委員会 105 人
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◆　まとめ

　各委員会から開催される勉強会の内容は“個人のスキルをアップ”に繋げていけるよう全職種参

加可能な教育研修を企画しました。

　各委員会からの勉強会は直ぐに実践できる内容であったように思います。

　次年度も各委員会からの勉強会及び専門医からの多岐に渡る講義を計画しています。　
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4.1.6　給食委員会
◆　委員会構成（14名）

　医師 1 名、事務部長、事務次長、医事課 1 名、看護師 5 名、言語聴覚士 1 名

　管理栄養士 2 名、委託給食会社 2 名（責任者 1 名、管理栄養士 1 名）

◆　委員会目的

　各立場から様々な意見を出し合い、栄養療法に関する調査・問題点、改善事項について検討する

ことによって、患者サービスの更なる向上やより質の高い栄養管理を行うことを目的とする。

◆　活動実績

　・平成 28 年 10 月　嗜好調査実施
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4.1.7　記録委員会
◆　委員構成

　医師 3 名、看護師 1 名、医事課 1 名、情報管理室 1 名

◆　委員会の目的

　院内の診療・看護の記録が適正に行われるよう監査し、必要に応じて、運用の変更・指導を行う。

また、効率的な電子カルテの利用方法について協議・情報共有を行う事を目的とする。

◆　主な活動実績

　１．電子カルテの手術レポート、褥創レポートのマニュアル作成

　２．処置薬剤の運用明確化

　３．電子カルテの転倒・転落レポートの利用開始

　４．電子カルテの内服レポートの利用開始

　５．褥瘡形成危険度査定評価の項目変更

　６．間違いの多い内容についてのグループウェアでの情報提供
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4.1.8　救急委員会

　当院は、寝屋川及びその近隣地域において二次救急の中核を担っております。

　脳神経外科では 24 時間 t-PA 静注療法可能な施設として、日本脳卒中学会より研修教育病院とし
て認定されております。また京都大学脳神経外科のバックアップを受けて、くも膜下出血症例に対
し手術のみならずコイル塞栓術も行っております。t-PA不応例、あるいはt-PA非適応例に対しては、
血栓回収術も行っております。

　整形外科ではスタッフの充実、当直体制の改変などにより、骨折、脱臼などの外傷に対し、より
積極的な救急対応が可能となりました。

　内科疾患の受け入れはもとより、今後ともこの地域の救急医療に貢献していきたいと考えており
ます。

◆　委員会の機能

　定例会議：　毎月第 1 金曜日
　機　　能：　救急医療に関する検証及び検討
　参加委員：　病院長（内科医）、外科部長、整形外科部長、整形外科医１名
　　　　　　　看護部長、外来看護師主任、放射線科技師長、検査科主任、事務部長
　　　　　　　外来医事課長、外来医事課長代理
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4.1.9　病床管理委員会
◆　スタッフ

委員長　　江坂 竜二（地域医療支援室課長）

委　員　　小林 卓（理事長）、山中 吉隆（院長）、吉田 眞三（副院長・脳外科部長）

　　　　　北田 親穂（副院長・内科部長）、荒木 浩（外科部長）、上原 千典（整形外科部長）、　

　　　　　根無 通安（事務長）、加藤 茂（管理部次長）、四方 眞紀（看護部長）、栗原 千恵子（2B

　　　　　病棟師長）、飯降 薫（3A 病棟主任）、森田 雅美（3B 病棟師長）、篠原 祐里（4A 病棟

　　　　　師長）、伊藤 加代（5A 病棟師長）、福山 典子（外来師長）

◆　概要

　平成 23 年 6 月に、医局、看護部、地域医療支援室の各部門長を構成メンバーとして病床運営委

員会を設置し、活動を行っております。会議は、毎月第 1 月曜日の診療部長会議後に開催しています。

　会議における議題は、前月の入退院データより入院患者の傾向分析、DPC コーディングデータ

より退院患者の入院期間・疾患の分布などの変化や傾向を分析、前月の病床運営の課題と今月の取

組みの検討、などです。

　診療部長、各病棟責任者および事務部門責任者が出席していることで、感染症が蔓延する季節の

病床管理について感染委員会と連携をしながら感染拡大を予防しながら、病床稼動を維持してくこ

とや、救急入院患者の確保について救急委員会と連携を行えています。さらに、紹介入院患者の確

保をするため、紹介入院の傾向把握・分析と具体的な取組みを検討しています。

　急性期病床を維持していくためには、新患の確保と入院患者への集中的治療および円滑な退院支

援が重要となります。現在は、課題分析を行い、前月の反省を行うに止まることが多いですが、今

後は具体的な取組みに繋げていくことが今後の課題と考えています。
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4.1.10　DPC委員会
◆　委員構成

　医師、薬剤師、診療放射線技師、臨床検査技師、理学療法士、管理栄養士各 1 名、地域医療支援室、

情報管理室より 1 名、医事課病棟外来 1 名ずつ、院長、事務長により構成している。

◆　委員会の目的

　DPC 委員会は年 2 回以上開催し、DPC 対象病院要件としていて定められている、「適切なコーディ

ングに関する委員会」の内容を満たすよう適切なコーディングを検討する他、DPC データに基づ

いた他医療機関との比較により、診療や業務プロセスの改善を行い、医療の質の向上に努める事を

目的とする。

◆　主な活動実績

・ PC と安全管理　医療事故などによる影響と因子の報告

・機能評価係数 II シミュレーション、及び、対応

・医療機関別係数について確認と、今後の対策の実施

・ MDC2 桁別　北河内二次医療圏マーケット分析

・医薬品の先発・後発・外来・入院別使用金額・使用量の推移の確認

・ DPC コーダー＆チェッカーを利用した病棟詰所での入院期間管理の実施

・ DPC/PDPS 傷病名コーディングガイドを参照したうえでのコーディングの再考

・病棟インフルエンザ感染件数とその影響の分析

・平成 28 年度改定項目の状況の確認
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4.1.11　患者サービス改善委員会
◆　委員会の構成

委 員 長　　田島　孝信（放射線科）

メンバー　　事務部長・看護師 7 名（看護部長・各病棟・外来）・医事課 1 名

　　　　　　検査科 1 名・薬局 1 名・リハビリテーション科 1 名・栄養科 1 名

　　　　　　計 14 名

◆　委員会概要

　委員会の活動は 2 か月に 1 回、各部署の担当者が出席し会議を行っています。

　　・意見箱を外来・各病棟に設置

　　　意見の件数：平成 28 年度：57 件

　　　ご意見内容：「職員の接遇」・「病院設備に関して」

　　・インターネット

　　　意見の件数：平成 28 年度：0 件

　　・患者満足度調査：年 1 回

◆　会議の内容

・投書の内容を事前に当該部署で検討し、次回の会議で改善策を発表

・各部署からの提案事項の検討

　検討事例：「Ｂ棟検診センターへの行き方」の問い合わせが多い件

　　　　　　「業務専用エレベーター」の使用について

◆　活動内容

　　・患者満足度調査結果

　　　苦情・要望・感謝・激励の言葉が寄せられました。

　　　要望事項について、会議の中で検討或いは当該部署会議等で情報を共有化しました。

　　・ 4A 病棟より「B 棟検診センターへの行き方」の問い合わせが多い件に関する対策

4 階病棟より『本来、B 棟エレベータにて 4 階に上がられる検診利用者が、A 棟 2 号機エレベー

タにて 4 階に上がられて、病棟詰所での問い合わせが多い』との意見がでました。

現状医事課で検診センターの行き方について問い合わせを受けた場合は、医事課職員が B

棟エレベータまで案内している。よって、医事課での問い合わせなしで上がられる検診利用

者への対応が必要と委員会内で検討致しました。視認性向上も考慮し、エレベータ 2 号機扉

へのポスター掲示する事で即決され、2016 年 3 月より掲示し継続運用されています。

　　・ 3A 病棟より「業務専用エレベータ（1 号機）」の使用について

エレベータ 1 号機は業務専用エレベータとなっているが、面会者等が使用しているケースも

少なくない。急変患者の搬送時、エレベータ 1 号機を使用しようとしたところ業務以外の使

用者が多数乗っており搬送が少し遅れた事例があった。

エレベータ 1 号機の各扉には、「業務専用エレベータ」と掲示しているが認識が薄いのでエ
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レベータ内にも掲示し、場合によっては途中階で降りて頂く説明をしやすくして欲しいとの

意見が出ました。

視認性向上をも考慮し、エレベータ 1 号機内扉へのポスター掲示する事で即決され、2016

年 3 月より掲示し継続運用されています。

◆　評価

　『アンケート内容の変更』という今年度の活動方針は、会議でも検討され本年度の患者満足度調

査は内容及び書式等も変更し、回収率アップを図りました。また、投書や各部署からの提案事項に

対して迅速に対応することに努め、実行できた案件が多くありました。質の高いサービスを提供す

る為には、職員間のコミュニケーションが円滑であり、チームとして連携し、個々の意識の高さ・

能力向上への努力が大切と考えます。

　患者さんの意見を沢山頂き患者さんあっての病院であることを再認識し、患者さんから選ばれる

病院を目指して行きたいと思います。

◆　次年度活動方針

　接遇強化の一端として、どのような形で患者さんの声を拾い上げていくのか？

　具体的な方策：WEB 活用・アンケート回収率の向上など
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平成 28 年 学術業績
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◆　医師　学会・研究会等の参加

Ai（死後画像診断）研修会	 1 月 8 日～ 10 日	 田浦
第 59 回　 日本形成外科学会総会学術集会	 4 月 13 日～ 15 日	 大江
第 41 回　 日本脳卒中学会総会	 4 月 14 日～ 16 日	 吉田
第 113 回  日本内科学会総会・講演会	 4 月 15 日～ 17 日	 西尾・正井・杉本
第 75 回 　日本医学放射線学会総会	 4 月 15 日～ 16 日	 田浦
第 60 回 　日本リウマチ学会総会	 4 月 21 日～ 23 日	 上原
第 36 回　 日本脳神経外科コングレス総会	 5 月 20 日～ 22 日	 吉田
日本麻酔科学会　第 63 回学術集会	 5 月 26 日～ 28 日	 梅本・小山
第 58 回　 日本老年医学会学術集会	 6 月 8 日～ 10 日	 西尾・豊島
第 16 回　 日本抗加齢医学会総会	 6 月 11 日～ 12 日	 正井
第 59 回 　日本腎臓学会学術総会	 6 月 17 日～ 19 日	 西尾
日本ペインクリニック学会　第 50 回大会	 7 月 7 日～ 9 日	 小山
第 8 回　　日本関節鏡・膝・ｽﾎﾟｰﾂ整形外科学会	 7 月 28 日～ 30 日	 樋口・南村
第 31 回 　日本整形外科学会基礎学術集会	 10 月 13 日～ 15 日	 酒井
第 54 回 　日本癌治療学会学術集会	 10 月 22 日	 荒木
日本臨床麻酔学会　第 36 回大会	 11 月 3 日～ 5 日	 梅本
第 78 回 　日本臨床外科学会総会	 11 月 23 日～ 24 日	 横井川
第 114 回　関西形成外科学会学術集会	 11 月 26 日	 大江
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編集後記
　上山病院の現況をお知らせすべく各診療科・各部署の皆様のご協力を賜り、平成 28 年度の年報
を無事発行することができました。
　この場をお借りしまして、編集委員一同心より感謝申し上げます。
　本年報を編集するにあたり、数多くの人が当院に関わっている事に驚かされます。当院は救急医
療に力を入れ、地域の方々が 365 日 24 時間必要な医療を受けることができるよう体制強化を図り、
地域医療に貢献しています。
　当院の日々の活動を年次でまとめることは、単に外部への情報発信の為だけではありません。私
たちが日々積み上げてきた業績を、今一度振り返るきっかけとしてこの年報をより多くの方にお読
みいただければ幸いです。
　広報委員会として、年報を毎年発刊することを通じて上山病院の一層の発展とひいては地域医療
への貢献に役立てればと考えています。今後も充実した報告ができるよう職員一同、業務に邁進し
ていきたいと思います。
　当院の活動に対しまして、宜しくご支援くださいますようお願い申し上げます。

平成 28 年病院年報作成担当
加藤　　茂
田島　孝信
藤本　好之
押谷めぐみ
安藤　友香
田島　雅子
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